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はな く、人格の レベル、 さらには生命の レベルをも一貫 して説明することができるはずであ
る。その意味で本稿は、ベルクソンの主要4著 作(『 意識に直接与えられたものについての
試論』『物質と記憶』r創 造的進化』『道徳 と宗教の二源泉』 1)を 検討 していくことによっ
て、ベルクソンの思想を創造性の視点において再構成することをめざすものである。
1 持続と創造性
 第1著 作 『試論』においてベルクソンが問題にしたのは、われわれの意識の諸状態をどの
ように捉えるかということであった。ベルクソンによると、われわれの意識の本質とは持続
(duree)で ある。持続 とは、 メロディを構成する諸 々の音の連な りのように、たえず変化
しながらも区切 られることのない異質的な連続性のことである。それは諸要素が相互外在的
に並置される空間 とは異な る性質のものだといえよう。 ところが、われわれの常識は、この
ような持続である意識の状態をたえず空間化 して捉えようとする。たとえば、われわれが悲
しみにうちひ しがれているとき、その悲 しみはずっと同じ悲 しみのままあるわけではな く、
いつしか苦しみのほうへ傾いていったり、次第に怒 りを入 り混 じらせたりしているだろう。
このようにわれわれの意識 とは、本来空間のように分節化できるものではなく、言語化 しえ








の始め(原 因)と 終わり(結 果)を 結びつけることにすぎない。それはまさしく持続の空間
化であるといえよう。
 一方、深い自我はいろいろな観念や感情が相互に浸透 し合っている持続する自我である。
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そこではわれわれが過去に経験 したさまざまな観念や感情が、現在の状況と入 り混 じり浸透

























ソンは、第2主 著 『記憶』において、『試論』で導き出された持続の 〈自由=創 造〉のテー
ゼを、記憶理論によってさらに展開していくことになる。
 『記憶』においてベルクソンは、われわれの知覚について語 ることから始める。その際、
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取 り囲むすべてのイマージュを行為に向けて規定 し選択する。 このとき生まれるものが知覚
である。つまり知覚とは、イマージュの総体の一部である私の身体が、イマージュの総体か
ら、みずからに関与する事象のみを選択的に浮かび上が らせ、残 りを暗闇の中に沈めて しま
うような働きなのである。
 しか し、実際には、 このような知覚とは権利上のものであるといわなければならない。な
ぜなら、知覚 とは実際には時間の中で展開されるのだか ら、そこではいつもなんらかの記憶
が介入すると考え られるか らである。したがって、記憶が全 く介入していない知覚をベルク





において知覚であ り、他方 において記憶である。このように過去(記 憶)は あたかも現在
(知覚)の 影のように、あるいは鏡に写し出された像のように現在 と並んで現れる。 しか し、






憶の全体)の 一部分を現実化する。 この様子をベルクソンは円錐  A     H
体の図を使って説明する。平面Pは イマージュの総体である。平
面Pと 重なる点Sは 刻一刻 と進んでいる私の現在(純 粋知覚)で   A'
あり、そこにはイマージュの総体の一部である私の身体イマージュ   A  e・
                                       P
が凝縮 している。Sを 頂点 とした円錐体SABの 底面ABは 、私
                                   s
の現在が潜在的に背負っている過去の全体(純 粋記憶)で ある。
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現在の知覚(S)の 呼びかけに応 じて、 われわれは記憶の全体の うちのある断面(A'Bノ 、
A'B"な ど)を 現実化 し、それを現在の知覚に覆いかぶせる。 ところでこの記憶内容のそれ
ぞれの断面は、過表の特定の要素(記 憶イマージュ)を 示 しているのではなく、過去の全体
を多かれ少なかれ収縮 した状態で含んでいるものである。 したがって、個々の記憶イマージュ
が現実化されるには、それぞれの断面においてさらに二つ
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の活動に収敏 す るとき、行為が成 り立つ といえ る。
 それでは上 記の知覚一記憶の しくみに従 いなが ら、 われ われ の認識の過程 について詳 し く
みてい こう。 これまでみて きたよ うに知覚にはつね に記憶の介入が認め られ る。 したが って、
ベル クソンに とって認識(reconnaissance)と は、 その文字の成 り立ち通 り再認 のこ とで あ
る。 ところでベルク ソンによ ると、 この記憶 の介入の仕方 には二通 りあ り、 それ によって認
識 は、 自動 的 な認 識(reconnaissance automatiquθ)と 注 意 的なpid (reconnaissance
attθntive)と に分 け られ る。
 自動的 な認識 か ら始 めよ う。 たとえば、 われわれは初 めての街 を訪れ たとき、街角 ごとに
どこへ行 くの かわか らな くてため らうのに対 し、一方、長年住 んでいる街 であれ ば、街を ほ
とん ど意識す ることな く機械的 に歩 き回ることができ る。 この違 いは何か。ベル クソンによ
ると、 これ は知覚 に随伴す る身体運動に関係がある。前者 において は、知覚 はまだそれに伴
う明確な運動 を組織 していないが、後者 においては、 この知覚 に伴 う運動が私の知 覚を無用
にす るところ まで組織 され てい るというのだ。つ ま り、われ われが慣れ親 しんでいる 日常 の
情景 において は、認識 は身体の瞬時の反応系 に組み込 まれ てお り、 そこでの記憶は、記憶 に
照 らされた習 慣、身体化 された記憶 ともいうべきよ うな ものになってい る。われわれの習慣
的な認識 は、 この ような身体運 動に埋 め込まれた記憶 を基礎 と して いるのである。ベル クソ
ンは、 このよ うな生 まれつつあ る筋 肉感覚 と してわれ われの意識の内に展 開される構図 のこ
とを運動 的図式(schema moteur)と 呼んでいる。
 一 方、注意 的な認識 にお いては、 このよ うな身体 化 された記憶に加 えて、本来的な意 味で
の記憶 の介入 が認 め られ る。そ こで、われわれが物 事を理解す るときを考 えてみよう。 た と
えば、難 しい本 を読 んだ り難解 な話を聞いた りする とき、 われわれは知覚 した語を頼 りに し
て、 その語 によ って暗示 される多少 とも抽象 的な観念 の領域 へ身 を置 き、 そこか らわれわれ
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ワルツを分解 して得 られる運動の要素をすでに習慣 一 運動的図式 一 としてもっていなけ
ればならない。事実、われわれが普段歩いたり、つま先で立 ったり、体を回転 させたりする
ときに行 う運動が、ワルツを覚えるときに利用される運動であることはす ぐわかることだ。
しかし、それらをそのままで利用することはできない。それ らを多少 とも変化 させ、おのお
のをワルツの一般的な運動の方向に曲げ、とくにそれらを新 しく組み合わせなければならな
い。だから一方には、新 しい全体の運動を表象する図式 一 力動的図式 一 があり、他方に
はその全体の運動が分析された要素と同一な、あるいはそれに類似 した前か らできる運動の
キネステジックな(運 動感覚的な)イ マージュがある。ワルツの習得は、 これ らのすでに古
いさまざまなキネステジックなイマージュを、それ らが一緒に図式の中へ入 り込めるように
新しく組織づけるところに成 り立つ。だが、 もっとも図式はそういう作用を通 じて、不動な
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のではない。図式その もの も自らを満たすべ きイマー ジュによ って変化 を受 ける。 こう して
ダンスの習得の過程 には、図式が複数 のイマージュをだんだん とそれ ら相互の間 の新 しい生
き方 に導 くこと(イ マー ジュの図式 への適応)が 必要 であ り、 また図式をイマー ジュに展開
できるよ うな ものに変え ること(図 式 のイマ ージュへ の適応)が 必要であ ることがわか る。
しか し、 重要 な ことは図式か らイマー ジュへ の働 きがある ことであ る。
 つ ま り、 ダ ンスの習得 の過程において、運動的図式 とは、知
覚された対象 に対す る有益 な反応運 動 を描かせ る構 図で あ ると  A     B
同時 に、 そ こか ら喚起 され る無数 の記憶イマー ジュを 引き寄せ
る空の容器のような ものでもある。 この空の容器にはまり込 も  A'   B'
うと しつつ、 われわれ の記憶 内容は一 種の緊張を強 い られ るの   A' B'




















化 し、より豊かで新 しい決断をしていくことができる。 しかしそれだけではない。記憶 にお



























去の水準、 さまざまな持続の リズムが入 り混 じりながら共存 している。 したがって、われわ
れは宇宙とは充満する潜在的な持続の全体であり、すべての多様性を含みそれを現実化(分
化)さ せる唯一の記憶であるということができるだろう。
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 第3主 著 『進化』において、ベルクソンはこのような唯一の記憶ともいうべき生命の躍動
(flan vital)を 進化の根源においた。それは生殖細胞か ら生殖細胞へと伝わってゆく生命の
内的推進力である。この生命の根源的躍動と、その前進途上で出会う物質 との抵抗力に導か
れて、生命はさまざまな種や個体へと分化 していく。 こうして生命はまず植物と動物に分化
し、ついで動物 は本能と知性という二つの能力に分化 した。それでは、植物 と動物 とを区分
するものは何であろうか。ベルクソンによると、それは両者の運動性に関わっている。植物






 ところで重要なことは、 こうした運動性の展開に従 って、意識が成立 して くることである。





 さて、動物が進化 していくにつれて、さらに本能と知性への分化が起 こる。それでは今度
はこれらは何 によって区分されるのであろうか。ベルクソンによると、それは対象への関わ
り方 に関係する。本能にあっては、生の行動は、その 目的や対象の性質 と密着 しておりほと
んど区別することができない。たとえば、蟻の働きが巣の性質をつくるのか、巣の性質が蟻
の働きを決定 しているのかに答えることはできない。このように、本能は環境の中において
みずからに必要な特定の対象の一切を捉えることができる。 しかし、 もはやそれ以上は何 も
探求 しないため、 その能力の範囲は限られている。一方、知性は、物その ものではなく物と
物との関係を知 り、その関係を一般化する能力である。そのため、知性はさまざまな対象を
ほとん ど際限ない観点から分析することができる。つまり、本能は、自己の生に結びついた
対象のみを扱 う(素 材の認識)が 、知性は自己の生 とはほとんど無縁ですらある対象に向け
ても働きかけることができる(形 式の認識)の だ。 したがって、知性は自己の行動範囲を増
幅させ、行為の不確定性をますます高めていく役割を果たすといえる。
  …   臨床教育人間学第4号(2002)
 このように、進化するに従い、生命の動きにはさまざまな選択の余地、つまり不確定性が
もたらされ、 またそれに伴 って意識 も明瞭になる。 したがって、生命は進化するほど行為の
不確定性を高め、より自由な生を生 きるということができるだろう。














性だけでは十分でな く、知性はみずからに潜在 している本能を呼び起 こさなければならない
だろう。 しか し、それはもはや自己の生に釘づけになっている本能ではない。知性から呼び
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星雲が取 り巻いている。つまり、植物と動物という傾向、また本能と知性という傾向は、最












で用いた騰 のモデルを 蟻 陣 嘩勧 蜘 隷 撫
『進化』に転用 してみよう。円            A鞠 駅超ρ
錐体の底面には、潜在的な持            人類
続の全体である宇宙の記憶が          一 重ヵ物
置かれる。 この円錐体には、          一_._.誕物
われわれの個 の々記憶の場合 齢    一 亨嶺 轍,繍 櫃
と同様に、共存する過去の諸  界練 湾勧5{増働 餌噂






高めていく(自 由になる)も のであった。そのため、 この記憶の円錐体は、『記憶』の円錐
体とは反対に、物質性が記憶の底面に置かれ、頂点に近づ くにつれ精神性(意 識性)が 強ま
ることになるだろう(た だし生命は割合の差異において分化す るのであったから、それは物
質性 〉精神性から物質性 く精神性へという過程になるだろう)。つまり、生命の躍動は持続










定性を求める。 したがって、すべての種(社 会)は 運動の停止である。それ らは一陣の旋風
に巻き上げられた塵埃の渦のように、生命の大きな息吹に煽 られて、その場で旋回している




的傾向(生 命の躍動)で あった。この傾向はやがて本能 と知性とに分化 し、 これらの能力は
二つの生物種がつくる異なった社会において、それぞれ極限まで進んだ。一方は膜翅類の本
能社会であり、他方は人類の知性社会である。どちらにおいても種は群居(社 会)に よって
みずか らを存続 させてきた。なぜな ら、それらの種の成員である個体はおのおのだけでは無
力であり、社会によって保護されねばならなかったからだ。社会とは一つの組織体であり、
秩序を必要 とする。よって社会はその秩序を維持するための責務を個体に要求する。個体は







閉じた社会(soci6t6s closes)と 呼ぶ。膜翅類の本能社会 も人類の知性社会 も、結局のとこ
                     藤井:ベルクソンにおける創造性の理論  II3
ろ、種の保存をみずか らの目的としており、種の旋回運動に閉じ込められたままである。






い、生命そのものである愛の躍動(elan d'amour)に よってわれわれの閉 じた社会を突破
する。 ところでこの愛の躍動は生命の躍動と別のものではない。生命の躍動が特権的な個人
を通 してその創造的機能を発現する場合、それを愛の躍動 と呼ぷのだ。神秘家たちの愛の躍
動は閉じた社会を横切って、魂か ら魂へと他の多数者に伝わってい く。 このようにして閉 じ
た社会が突破 されていく先にみえる社会を、ベルクソンは開いた社会(soci6t60uverte)と
呼んだ。
 閉 じた社会 と開いた社会は同じ次元には属 していない。 しか し、われわれはこの二つの社
会の本質的な差異をつねに曖昧にしてきた。たとえばわれわれは、家族愛 ・祖国愛 ・人類愛
といった三つの感情を、次第に拡大 しつつよ り一層多 くの人数を含むようになる同一の感情
とみなしている。 しかし、は じめの二つの感情と第三の感情との問には、本質的な違いがあ
る。 はじめの二つの感情は自分を惹きつける対象の上にまっす ぐに身を置 くが、それはその











スピノザの言葉を借りて、所産的自然(生 まれた自然)か ら離脱 し能産的自然(生 む自然)







通 して、根源的生命の呼びかけを聞 くのだといえよう。そ してこのようにして広がる創造者
たちの社会 こそが、ベルクソンの述べる開いた社会なのである。
 さて、二つの社会を区別 したあと、ベルクソンは次のように述べる。「教育者に開かれた
道は二つある。その一つは躾の道 一 この言葉をその最 も高尚な意味に解 して 一 であり、
今一つは神秘的生の道 一 前者 とは逆に、今度はこの語を最 も控えめな意義に解 して一 で

















 一方、ベルクソンは開いた社会 という概念を提出 した。そうするとわれわれは開いた社会
に向けての社会化 も想定することができるはずである。われわれはこの開いた社会に向けて
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の社会 化 を、 超社会化(trans-socialization)と 呼んでお こ う17。それ では超社 会化 とは一
体 どの ような ものな のか。簡潔 にいうな らば、それは個体 を防衛(自 己保存)の 彼方 へ と導
くこと、す なわ ち 〈自由=創 造〉へ と導 くことである。 われわれは超社 会化 された人格を、
閉 じた人格 に対 して開 いた人格 と名づけておこう。
 ベル クソ ンにおいて、個体を防衛の彼 方へ と導 くのは、神秘家 の役 目であ った。 しか しこ
れ らの人 々ほどの資質がない として も、 その資質 をある程度 そなえて い る人物 は、みな超 社
会化の担い手 とな りうる一人の人格者 であるといえるだろう。 だか らその人格者 は親であ っ
て もか まわ ない し、教 師であ って もかまわない。 いずれにせ よ、われわれ は、彼 らの呼びか
けを通 して、根源 的な生命 の呼びかけを聞 くのである。それ はまさに、 われ われ のうちに、
個人の記憶を超えた宇宙の記憶 にみあうような力動的図式が作動す るこ とを意味す る。つ ま
り、 その ときわれわれに図式 として与え られ るの は、 ま さに生 命の意 図 その もの にほかな ら
ないだろ う。 この図式 か らイマー ジュへ の働 きにおいて、 固定 した平 面で旋回 している自己
の枠組み は き しみ、 新 たな自己が生 成 され る。 そ してこ こにわれ われ は人格 の 〈自由=創
造〉 を唱え ることができるのである。
 ところでわれわれは、 このよ うに超社会化 を唱え ることによ って、決 して社会化 の作用を
否定 してい るのではない。 なぜ ならわれわれの社会 は、 これ までに述べ てきたよ うに、二つ
の記憶 に起源 を もつ か らである。すなわ ち、 われわれ の社会 は人類種 の記憶=所 産的 自然 に
起源 を もつ と同時 に、宇宙 の記憶=能 産 的 自然に も起源 を もつ のだ。 だか ら、 われわれの社
会 の起源 の二元性 という ものを認め るな らば、社会化 と超社会化 は、生命 の相補 的な二 つの
作用 にす ぎないとい うこ とになるだ ろう。 けれ ども、 われ われ がつね に新 しい もの、予測の
つか ない ものを生み 出 し、 たえず 自分 自身 を創造 して い くことがで きるのは、 まず第一 に根
源 的生命(宇 宙 の記憶)の 呼 びか け、す なわち生命 の創造的努力、 自由を求 める生命の推進
力 に応え るか らで ある。 したが って、超 社会化な くして、 われ われ は人格 の 〈自由=創 造〉
を実現す る ことはで きないだ ろう。 つま り、開いた社会 にお いて こそ 〈自由=創 造〉があ る
のな らば、 開いた社会 における教育(超 社会化)に おいて こそ真の創造性が現れ ることにな
るのであ る。
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